
・カブトムシやクワガタを触ることができて楽しかった！
・セミのオスとメスの違いや、抜け殻での見分け方を覚えられ
て嬉しかった。

・クワガタが10月に死んじゃう（寿命の）ことや、幼虫のと
きのご飯の量で大きさが決まることを初めて知った。

・オスとメスが半分ずつの不思議なクワガタ（雌雄モザイク）
がいてビックリした。

・最後にクワガタがもらえて本当に嬉しかった。大事に育てま
す。

・身近な昆虫でも知らないことが多く、大人にとっても大変勉
強になる素晴らしい講座でした。

・専門家の方のお話は説得力があり、子どもと一緒に新しい発
見や知識を深める良い機会になりました。

・地域によって昆虫の色が変わるなど、生態の多様性の面白さ
を実感できました。

・子どもが生き生きと昆虫に触れて喜ぶ姿が見られて、参加し
て本当に良かったです。

生物多様性講座 開催報告

1. お話し：昆虫について ２. ふれあってみる体験

講師 ビオトープネットワーク中部 宇野先生
・セミの不思議：オスとメスの見分け方、鳴き声の違い、抜け
殻から種類を特定する方法

・美しい昆虫の世界：オオセンチコガネ、ハンミョウ、オオム
ラサキ、ミヤマカラスアゲハなどの紹介

・クワガタムシの生態：オスとメスの見分け方、種類ごとの成
虫の大きさの違い

・セミの抜け殻、カブトムシ、ミヤマクワガタとのふれあい体験
・講座の最後には、参加した子どもたちへクワガタムシのプレゼン
ト（お土産）を実施

・展示コーナー
生体展示：クワガタ生体各種
標本展示：オオカブト類、日本のクワガタ、日本のカミキリ、オオ

センチコガネ標本など

3. 参加者の声

昆虫にさわってみよう！
7月5日（日）10:00～11：30 ★ 参加人数 子ども 19名、大人 19名
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